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Ⅰ 令和５（２０２３）年度事業報告（総括） 

 

１．全体総括 

 

 令和 5（2023）年度は、長期経営計画 10 か年の第 1 期中期経営計画の最終年度でもあり、

新たに法人理念を構造化して事業経営に取り組んできた 3 年目でした。 

 目標とした 3 本柱に重点項目を設け、それらに対し 3 年の期間で達成すべき課題を設定して

事業を進めてきました。運営に関しては、人材の確保、育成、定着、成長を課題に、新卒者や

中途職員の採用、外国人雇用を進めてきましたが、今年度は、技能実習生の受入れに加え、特

定技能実習生の受け入れを促進してきました。この背景には、コロナ禍での職員雇用にミスマ

ッチが発生したことや行事等の制限も続き介護業務に携わる職員のモチベーションが保てず、

昨年度と比較して介護職員離職が増加したことが要因として挙げられます。 

 そのため、職員の確保に向けた新たな取組についてコンサルテーションを導入し、人事採用

部をメインに、特に、敬遠されがちな福祉・介護業界への興味関心を引き付ける仕組みづくり

を年度終盤からスタートさせました。また、職員育成と定着を目的に研修事業部と教育チーム

で従来の研修プログラムを見直し、原理原則を基礎としながら現状に即した課題に向けた研修

テーマを掲げて進めてきました。特に、割合の増えた外国人職員の専門性を向上させるための

取組は、研修のみならず日常の業務から支援を行う必要性もあり、拠点との連携も強化が求め

られた年度でした。 

 評価として、介護福祉士資格の取得に向けた実務者研修受講等、日本人職員と共に学び、国

家試験に挑戦し、日本人職員と一緒に合格を勝ち取った技能実習生も誕生しました。日本人の

みならず、多くの外国人職員も後に続くことを期待しています。 

 働きやすい職場づくりでは、同一労働同一賃金の課題に取組み、処遇改善加算を活用しなが

ら、パート職員を含み賃金改定にも取組みました。今年度は、課題となっていた年間公休日数

の増数を目指してプロジェクトチーム（PJT）でシミュレーションに取組み、年間公休日数

104 日を令和 6 年 4 月から 110 日に実現することが出来ました。次の課題は、多様な働き方へ

の改革として、正職員のあり方の検討に入ります。 

 次に、耐震化工事を含む老朽化対策に向けて補助金を活用した大規模改修の実施を進めまし

た。永栄園では、感染予防対応の個室化工事と外壁のリニューアルを行い、現在、耐震化工事

を進めています。高齢者ケアセンターひょうごでは、各階のフロアーやパントリーをリニュー

アルし、利用者にも職員にも善き環境となる改修を進めました。高齢者ケアセンターながたも

同様に、老朽化した設備の入れ替えを行い、全拠点では、介護記録システムの入れ替え、眠り

スキャン等の ICT を導入することで、利用者の安心・安全と職員の業務負担を軽減する仕組み

を実現してきました。 

 最後に、法人の財務環境について、大規模改修を実施しながら収益率 3％を維持する経営を

目指しました。令和 3 年度は 2.96％、令和 4 年度は 3.5％、今年度は 2.54％で 3 年間の目標を

達成する内容でしたが、結果として今年度の収益率は 2.3％となり、3 年間の目標は 2.92%と

下回りました。大規模修繕に係る経費が掛かったことに加え、有料老人ホームの収益が目標に
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達成することができなかったこと、サテライト宮丘の小規模多機能サービスの収益が目標を達

成できなかったことなどが要因として挙げられます。 

 有料老人ホームについては、課題としていた 85 歳プランの見直しに向けて法人と事業担当

者との PJT を行い、新たなプランとして神戸市からの承諾を得ました。サテライト宮丘小規模

多機能サービスについては、今後も必要な収益を見込むことができないとの判断をし、今年度

末をもって休止としました。当該事業所の資源を次にどのような事業に引き継いでいくのかが

課題です。 

 

 

 

 

 

２．施設利用状況報告 

 

種別 事業名 定員 年間利用

者数 

今年度稼

働率 

前年度稼

働率 

対前年比 備考 

特養 永栄園 100 33,255 90.9 94.8 95.9%  

特養 長田 50 17,601 96.2 98.1 98.1%  

特養 西部 20 7,096 96.9 97.0 99.9%  

特養 宮丘 29 10,040 94.5 95.3 99.2%  

特養 ひょうご 80 26,202 89.5 94.0 95.2%  

特養 甲南 29 9,857 92.9 93.3 99.6%  

短期 永栄園 6 3,696 168.3 110.2 152.7%  

短期 西部 20 6,513 89.0 87.2 102.1%  

短期 宮丘 20 4,831 66.0 82.0 90.6%  

短期 ひょうご 20 6,096 83.3 86.0 96.9%  

短期 甲南 20 6,088 83.2 74.6 111.5%  

ケアハウス こうべ 100 32,947 90.0 92.6 97.2%  

ケアハウス 甲南 60 19,016 86.6 88.3 98.1%  

DS ながさか 35 8,182 76.1 75.8 100.4％  

DS 西部 35 6,974 77.8 81.2 95.8%  

DS さとやま 35 7,236 80.8 76.7 105.3%  

多機能 宮丘 29 158.4 45.5 64.5 70.5% 登録定員 

有料 GV 甲南 53 595 93.6 95.9 98.0% 室数 
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３．職員配置状況報告 

種別 事業名 定員 正規 嘱託 非常勤 派遣 常勤換算 

特養短期 永栄園 106 31 9 8 1 46.6 

特養 長田 50 10 4 3.5 1 18.5 

特養短期 西部 40 10 4 3.6 1 18.6 

特養短期 宮丘 49 14 3 3.8 2.6 23.4 

特養短期 ひょうご 100 22.5 7 7.9 0 37.4 

特養短期 甲南 49 20 1 9.8 2.5 33.3 

ケアハウス こうべ 100 21 6 11.9 1.5 40.4 

ケアハウス 甲南 60 19 2.8 8.6 2.8 33.2 

DS ながさか 35 1 1 22 0 17.4 

DS 西部 35 4 0 3.9 0.9 8.8 

DS ひょうご 35 1 1 8.4 0 10.4 

多機能 宮丘 29 6 0 1.6 1 8.6 

有料 GV 甲南 53（室） 5 0 5.6 1.1 11.7 
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Ⅱ 事業、拠点別報告 

１．法人本部３事業部  

 

○重点項目の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・福祉人材育成の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・多様な人材の活躍 
 

2024 年 4 月入職職員の確保目標を 15 名としていましたが、8 名の確保に留まり目標には
到達しませんでした。エントリー数こそ昨年と同程度の登録がありましたが、説明会、面
接に進む学生が極端に減少したことが要因です。全業界で積極的に人材の採用が行われて
おり、本会の魅力を十分に打ち出すことができなかった可能性もあり、次年度以降、採用
活動の見直しを進め、一人でも多くの採用に繋げて参ります。 
一方で海外人財の雇用に関しては、日本人の採用が思うように進まなかったこともあり、
年度中に大幅に増員することとなり、年度末時点で 52 名（介護 8 名、技能実習 22 名、
特定技能 19 名、特定活動 3 名）が在籍しています。 
定着の点では、在留資格介護で数名の職員が退職となりましたが、それ以外は各事業所で
の定着が図れており、今後も拠点と連携を図りながら継続的にサポートをして参ります。 
・外国職員の研修体制の確立 
技能実習生、外国人職員の研修体制を整え、人事採用事業部及び配属先施設の担当者と連
携しながら、生活の安定、職場への定着を支援します。 
技能実習生の研修体制を年度を重ねて確立していきましたが、国の方針を鑑みて、今後の
研修のあり方の変更が年度の途中にあり、旧体制と新体制の実習生が混在しました。拠点
との情報共有を重ねて、支障を最小限にしつつ、加えて特定技能の研修に対しての具体的
案を研修事業部として提案ができず、現実的には技能実習生、特定技能の研修の場が宿職
されていく状況がみえていきながらも初任者研修や実務者研修への道筋となる研修の場を 
設けることができませんでした。外国人職員含む神戸福生会の職員として、全職員、それ
ぞれの対象となる研修が機会均等に提供できるようにさらにプログラムを検討してまいり
ます。 

・職員育成支援プログラムの確立 
職員の経験や能力に沿った構造的な研修を実施、一貫した人材教育のプログラムを確立し
ます。 
施設、居宅事業等に特化した研修を展開し、段階別の研修だけでなく、研修参加の成果が
拠点に浸透するためのプログラムを提供し、全職員ひとりひとりが、職務のやりがいを見
出し、定着できる環境を作ります。 
・介護福祉士資格受験職員の支援 
試験対策講座、模擬試験の実施等職員の専門知識獲得のための支援を行います。資格取得
後 
のキャリアアップの環境を整備し、個の資格取得の意欲、サービスの質の向上に繋げま
す。 
・初任者研修・実務者研修の受講生の確保 
介護職員初任者研修、介護職員実務者研修を年度事業に位置付け、職員養成及び育成の機
会を定期化します。適正で安心な環境を整え、外部の受け入れを促進し、地域貢献活動に
繋げます。 
・職員のキャリアアップ形成と人材育成 
インターンシップ実習制度の実施を通して、職員が自身の未来創造に向けてイメージを作
るきっかけを提供し 職員のモチベーションを高めることで離職防止と定着に繋げられる
よう窓口として調整していきます。 
既存の研修を含めて、二年目研修、３年目研修と新卒職員プログラムを新規に導入するこ
とができました。ようやくパッケージ化した形となったので、定着との関連は明確ではあ
りませんが、情報収集、評価へとつなぎ、さらにブラッシュアップしていく必要がありま
す。３年目以降のゆらぎの時期に自身のこれまでの成長がわかること それが貢献へとつ
ながる研修のプログラムを考えていく必要があります。 
コロナ禍での影響は激減しましたので、精査し、研修プログラムを検討してまいります。 
それは初任者研修・実務者研修も同様のことですが、定員を満たすための動きが続いた
り、開講できないコースもでてしまったので、法人内職員も促進し、初任者研修卒講生勉
強会を実施を実現させ、実務者研修の開講を定着していきたいと思います。 
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 ・健全な事業継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・施設整備計画 

 

 

 

 

・多様な働き方の創造 

○拠点事業の稼働・保有件数実績 

 

 

 

 

○施設・設備整備実績                                                        (千円) 

第 1 期(4 月～6 月) 第 2 期(7 月～9 月) 第 3 期(10 月～12 月) 第 4 期(1 月～3 月) 

物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 

 
無し   無し   無し   無し   

※ 〇：計画→実行  －：計画→未実施  空白：計画外実施 

 

 

〇実施計画 

※達成評価 ：４できた ３まあできた ２あまりできなかった １できなかった  

重点項目 実行計画 達成状況 達成

評価 

多様な人材の確保 

 

2024 年入職職員 15 名を確保しま

す。 

 

 

 

 

 

ナビサイト及び外部フェアに

おいて 345 名（目標 300 名：

達成率 115%）の学生と接触が

できました。 

しかし面接への流入が 28 名

（目標 50：達成率 56%）、その

後の承諾者も 8 名（目標 15 名 

１ 

全事業の活動収益は、有料老人ホーム等の収益が下がったものの、年間 35 億 3 千万円で、年
間の目標収益 35 億円は達成できました。支出については、人件費と事業費は前年を下回った
ものの、外国人受入費は対前年で 3 千 2 百万円増えました。年間の収支差額は 8 千 1 百万円
で、年間収益率 2.3％と目標の 3％を達成する事はできませんでした。 
 

永栄園大規模修繕工事に関する入札を 11/27 に実施しました。12 月、WAM 借入れの審査を
通過しました。資金シミュレーションを実施し、特に 3 月に大規模修繕工事や ICT ベッド導
入の支払いが集中しましたが、本部資金を活用し、対応しました。 

 

働き方改革プロジェクトにて、「年間公休日数増」に取組みました。令和 6 年度導入を目指
し、年間公休日数 104 日→110 日にし、同時に、労働時間を 1 日 10 分増やす事で年間総労働
時間をこれまでと同時間にし、その為、給与額は維持しつつ公休を増やす事ができました。 

定例会議に加え、理事会・評議員会を臨時で 8 月にも開催しました。永栄園大規模改修の入
札・WAM 借入に関し、また、甲南グループホームの改修工事、宮丘多機能サービスの休止に
関しても議決をもらいました。 
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：達成率 53%）に留まりまし

た。 

拠点の状況を踏まえ、留学、技能実

習、特定技能の 3 ルートから人財が

確保できるよう関係機関との連携を

強化します。 

推進会議や外国人担当会議に

おいて海外人財の状況の確認

を都度行いました。また拠点

の状況に応じて各関係機関と

の調整を行いました。 

今年度受け入れた海外人財は

下記となります。 

介護    4 名 

特定技能  11 名 

技能実習  19 名 

３ 

ブランディングの推進 拠点担当者と連携し SNS にて

223 回（前年 166 回）情報を

発信しています。 

PV 数も 31466（前年 11950）

と大きく伸ばすことができま

した。 

4 

福祉人材の育成の推進 職員育成支援プログラムの確立 

法人研修体系に則り、職員の経

験や能力に添った構造的な研修

を実施し、職員の経験や能力に

沿った構造的な研修、一貫した

人材教育のプログラムを確立し

ます。フォローアップ体制を整

え、継続的にフォローしていき

ます。また、新入職者キャリアパ

ス 3 年プログラムを確立します。 

 

○新卒入職者研修 

①初任者研修に加えて基礎研修

強化 

新卒職員と配属施設が研修内容

と実践の乖離を感じさせず、ま

た、スムーズに独立できるよう

な研修プログラムを作ります。 

・初任者研修 基礎研修 

 配属先勤務を合わせて 

 ５月中旬にかけてのプログラ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場へ情報提供しつつ、 

プログラム実施しました。 

チューターの参加はなかっ

たが、ほぼ」予定通り展開

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
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ム 

・主任副主任の講師 

・チューター等職員参加 

・2.3 年目職員参加プログラム 

１）フォローアップ研修 

２）定期的に訪問 

一年目における本人のゆらぎ、

現場からみる課題をふまえ、定

着に向けた研修を行います。 

 

 

 

③1 年目研修をアセスメント研

修と合わせて行い、将来像等次

なる目標が考えられる研修を実

施します。 

 

２年目職員フォローアップ体制

の確立 

・アセスメント力 

・介護技術 

３年目職員フォローアップ体制

の確立 

・個別理解 

・ヒューマンスキルの向上  

・リーダースキル 

等のフォローアップを実施し、

チューターとなるべく基礎の強

化を図る。 

 

○チューター職員研修    

新卒入職者の独立に向けて、初

任者研修が活かされ、新卒入職

者の不安が軽減される役割であ

るための研修を実施します。 

フォローアップ訪問での情報を

共有し、課題解決、不安解消へと

繋げます。 

研修時期を改正し、より 

 

 

 

 

5/28・8/29・11/28・３/11 

7 月 11 月と訪問 コロナ

感染状況により 3 月前見合

わせました。 訪問反映し

た研修実施しました。 

 

 

 

3 月 11 日実施 休職中職

員除き全員参加しました。 

プログラム予定通り実施し

ました。 

 

9 月 20 日実施 全員参加 

プログラム予定通り実施し

ました。 

 

6 月 6 日実施 1 名欠席 

6 名参加 プログラム予定

通り実施しました。 

 

 

 

 

 

 

1 回目 

5/22・25 日 

2 回目 

9/5・８実施 

チューター役割の仕掛けつ

くりはできましたが、全拠

点で奏功しませんでした。  

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
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効果的な展開となるように調整

します。 

 

○中途採用入職者研修 

①介護職員 

入職時研修が各拠点で定期的に

研修実施できるよう協力して行

います。定着に向け、フォローア

ップ研修も行います。 

月初開催  

フォローアップ研修 

既存拠点職員参加促進 

介護士会協力体制 

 

 

②中途採用職員研修 

法人の理念の理解、個人のキャ

リアアップの一助となるようこ

れまで行われてきた中途採用職

員研修の定期開催を行います。 

 

○次世代・中堅職員研修 

これまで行われてきた中堅職員

研修を教育チームと連携し、対

象職員に研修を行います。 

 

○上級者ステップアップ研修 

これまで行われてきた上級者研

修を教育チームと連携し、対象

職員に研修を行います。 

 

 

施設、居宅事業等に特化した研

修を展開し、段階別の研修だけ

でなく、研修参加の成果が拠点

に浸透するためのプログラムを

提供し、全職員ひとりひとりが、

職務のやりがいを見出し、定着

できる環境を作ります。 

 

 

 

 

毎月土曜日開催     

コロナ感染 開催可能人数

等鑑みて見送る月もありま

したが実施可能日は実施し

ました。フォローアップ研

修も同様です。告知はして

いましたが、タイミングに

よっては月遅れがあり、配

信案内に工夫は必要でし

た。 

 

6 月 19 日 11 月 24 日 

予定通り実施しました。 

 

 

 

 

10 月 20 日 

予定通り実施しました。 

 

 

 

研修実施の効果性のあがる

参加人数に未達のため見送

りました。対象職員の選定 

告知方法、開催時期につい

て改訂検討の必要がありま

す。 

教育チームで全部署対象の

研修を 1 月 16 日に実施す

たことで踏襲した形になり

ましたが、詳細の意見を吸

い上げ研修実施とはなら

ず、情報収集のあり方等検

討の必要がありました。 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

２ 
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○パート職員研修 

在職職員・新規職員向けの研修

を確保し、育成の機会を設け、定

着へとつなげます。 

入職時研修と連動できるプログ

ラム作成を行います。 

 

 

 

 

研修終了後に拠点にて振り返り

ができ、研修の成果につながる

取組みを行います。 

 

入職時研修の定期的開催は

定着しつつありますが、長

期在職のパート職員対象の

研修が、拠点別で実施は検

討しましたが、時間の制約、

人員等の都合で、実施でき

ませんでした。 

拠点との情報収集が必要で

す。 

 

振り返りについては各研修

で実施できています。 

回収率も 99％ 

介護福祉士資格受験職員の支援 

試験対策講座、模擬試験の実施

等職員の専門知識獲得のための

支援を行います。資格取得後の

キャリアアップの環境を整備

し、個の資格取得の意欲、サービ

スの質の向上に繋げます。 

 

全国統一模試受験者を募り、傾

向を把握し、合格できるよう支

援します。 

 

模試結果をふまえ、国家試験対

策・個別対応をします。また、留

学生は専門学校と協力し、国家

試験対策を行います。 

国家試験対策 

告知が遅れてしまい、例年

より一回増回と個別対応を

促進。参加者増加しました。 

模試受験促進も 

対象職員、卒講生ともに、

90％は受講  受験しまし

た。 

実務者卒講生 99％合格 

４ 

初任者研修・実務者研修受講生

の確保 

法人事業に必要な資格の取得に

向けた職員支援となる介護職員

初任者研修を開講します。 

対象職員の把握に努めます。 

社会情勢を鑑みて、サイト資料

請求者に受講促進（電話・メール

等）します。 

開催告知方法、促進方法を

変更しましたが、全拠点と

協力体制が取れず、スムー

ズに最低開講人数に行くこ

とにならず、検討する方向

です。 

 

外部の受け入れは通常通り

行いましたが、増員なし 

２ 
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◎初任者研修 

4 月期 新入職者向け 

 

4 月期半年コース 12 名 

サイト資料請求者に受験促進

（電話・メール等） 

１０月期半年コース 12 名  

 

 

卒講生対象研修実施 

初任者卒講生に介護業務就職の

有無にかかわらず 

研修を定期開催し、基礎知識や

技術の確認を行います。 

介護福祉士資格取得に向け職員

支援となる実務者研修の受講促

進の機会となります。 

◎実務者研修 

4 月期（該当年度受験可能） 

地域貢献として要望時に淡路ふ

くろうの郷で実施します。 未

実施の場合は通常の開講となり

ます。 

7 月期（該当年度受験可能） 

10 月期（次年度以降） 

サイト資料請求者・過年請求者

に受験促進（電話・メール等）し

ます。 

 

 

実務者研修卒講生向けの研修を

実施 

介護従事の有無にかかわらず、

実務者研修修得技能の向上の確

認の場となります。 

 

新卒者 11 名 

 

7 名中 外部 2 名 

 

 

募集未達  

 

 

 

開催予定時期 

コロナ感染拡大あり見合わ

す 代替実施日作らず見送

る形となりました。 

 

 

 

 

4 月期 

7 名で開講 1 名退学 

全員介護福祉士合格 

7 月期 

7 名で開講  

対象 6 名介護福祉士合格 

上記二開講分外部申し込み

者なし 

10 月期 募集なし 

 

 

 

 

1 月 26 日 3 名（法人内職

員）参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

職員のキャリアアップ形成と人

材育成 

インターンシップ実習制度の実

毎月第 4 金曜日 

コロナ感染拡大状況を見つ

つ参集もしくはリモートで

２ 
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施を通して、職員が自身の未来

創造に向けてイメージを作るき

っかけを提供し 職員のモチベ

ーションを高めることで離職防

止と定着に繋げられるよう窓口

として調整していきます。 

 

各拠点の状況を把握し、拠点に

特化した研修等を展開し、職員

ひとりひとりが、職務のやりが

いを見出し、定着できる環境を

つくります。その成果を法人全

体へつなげていきます。 

 

各拠点の現場管理者との情報交

換を定期的に行い、関係を強化

し、かつ現場に抱える問題を把

握し、研修を検討・実施していき

ます。 

 

 

教育チームを中心に職員育成に

おける研修を検討し、実施して

いきます。 

・多職種の連携 

・外部職能研修の促進 

会議実施しました。 制度

の活用啓蒙促進検討する

が、5 名利用には未達でし

た。 

 

 

 

技能実習生等研修訪問時で

の情報共有は心がけました

が、主たる目的として、訪

問し、情報収集を定期的に

行うまでには至りませんで

した。 

11 月 甲南主任訪問 

9 月  介護士会副主任 

    チューター研修 

2 月  介護士会二宮課長

次年度打ち合わせ 

3 月 永栄園特定技能研修

打ち合わせ 

 

上級者ステップアップ研修

以外は実施しました。 

全部署対象の研修を各部会

からの情報を機にコロナ禍

もありましたが、1 月 16 日 

リスキル「伝える力研修実

施」18 名参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

多様な人材の活躍 外国職員の研修体制の確立 

技能実習生、外国人職員の研修

体制を整え、人事採用事業部及

び配属先施設の担当者と連携し

ながら、生活の安定、職場への定

着を支援します。 

 

留学生や技能実習生といった海

外からの人材に対し、日本語を

含む各種教育を行います。 

技能実習生に定期的に研修を行

 

旧カリキュラム、新カリキ

ュラムの研修を拠点と情報

共有しながら予定通り実施

しました。 

技術、日本語力の状況も確

認しながら研修の増回も実

施しました。（レベルをみ

ながら、 

初任者 実務者研修につな

がる内容を展開） 

４ 
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います。個別性が理解できるよ

うに介護福祉士受験の準備にも

なるように介護過程要素の研修

を取り入れます。 

 

 

 

 

技能実習生（永栄園・ケアハウス

こうべ・ながた） 

に合同の研修を定期的に行いま

す。 

 

留学生に専門学校での学びをふ

まえ、本会アルバイト職員とし

ての職業教育の研修を行いま

す。 

（対面 リモート両方） 

対象：アリス学園 

 

外国人職員の研修実施 

外国人職員（留学生、技能実習生

を含む）が苦手とする記録につ

いての研修を計画的に実施す

る。 

 

技能実習生研修の成果を共有

し、研修の重要性を確認し、本会

の現任研修の精度向上につなげ

ます。 

技能実習生 

・初任者研修の補講 

・実務者研修のフォロー 

・介護福祉士試験の個別支 

 援 

介護福祉士：2 名中 1 名合

格 

 

4 回シリーズで合同研修実

施 拠点見学を含め会場も

輪番で実施しました。交流

や実務者研修促進できまし

た。 

1 名対象ではありましたが 

2 月 14 日 

 神戸福生会の理念に基づ

き、介護福祉士のあり方の

研修をしました。 

 

 

研修の実施はできず。 

拠点と情報共有しながら次

年度は「勉強会」として 

自己研鑽の機会から 

初任者や実務者研修を促進 

拠点を越えた開放的な法人

内交流へとつなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

組織ガバナンスの強化 理事会･評議員会の開催 

予算、事業計画、決算、事業報告

等作成し、各拠点の事業内容を

確認し、課題の克服に繋げます。 

理事会・評議員会を 6 月 

8 月 11 月 3 月に実施。予

算、事業計画、決算、事 

業報告等作成し、また、新

規事業立ち上げや休止、大

規模修繕工事、WAM 借入

れ等に関し議決を得ていま

す。 

4 

定期に会計監査人による監査を 10 月半期決算実施。会計監 3 
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受検し、また、内部監査・経理担

当者会議を開催し、各課題に対

する改善を行います。 

査は、11 月ひょうご、12 月

甲南受検。法人内部監査、

7･8 月はｺﾛﾅで中止。9 月か

ら開始し、年間 11 回実施

しました。 

インボイス制度について、10 月

からの導入に向け準備します。 

8/17 日本経営によるｲﾝﾎﾞｲ

ｽ説明会実施。また、登録事

業者の管理表作成し管理し

ました。 

3 

収支状況の把握管理 法人事業推進会議にて予実管理

を行い、適正な収入確保に向け

た取り組みを行います。 

毎月の推進会議で予実一覧

を作成し共有化。年間収益

は 35 億 3 千万円で、目標

達成できました。年間の収

支差額は 8 千 1 百万円、年

間収益率 2.3％で目標未達

成でした。 

3 

財務管理と施設整備 財務健全性を確保した上で、各

拠点での設備投資を実施しま

す。また、大規模修繕等による入

札や新規事業の立ち上げをサポ

ートします。 

資金シミュレーション実施

し、11 月･3 月に本部資金

を拠出しました。11/27 永

栄大規模修繕の入札実施。

12/25WAM 借入れ審査。12

月、甲南 GH「変更協議書」

それぞれ受理されました。 

4 

各種助成金の申請 コロナ関連や物価対策補助金、

職員処遇改善加算等情報を収集

し、各種申請手続きを行います。 

新たな補助金として、2 月

～処遇改善補助金を申請し

ました。施設整備の補助金

は、各拠点申請含め、年間

3 億 3 千 3 百万円、補助金

を活用しました。 

4 

多様な働き方の実現 働き方改革 PJT を通じて、休日

の日数や正職員の定義を見直し

ます。 

年間公休日数増(110 日)導

入に際し、勤務組みや体験

化によるシミュレーション

を実施しました。また、同

時に夜勤の時間帯も各事業

体の業務の実情に合わせて

見直しを行いました。 

4 

事業の継続 PJT 通じて BCP 計画の作成を進

めます。 

BCP 策定委員会に参加し、

委員会の中で計画の策定を

進めました。 

3 
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２．永栄園  

 

○重点項目の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人事考課者に対して、年間 8 回の面接研修を行いました。人事考課時の面接の質の向
上だけでなく、上職者の日常の会話や面接場面での面接力を向上させました。 
施設部門では退職者数が多く、成果は次年度以降になると思われます。在宅部門では退
職者は０名で、一定の成果を挙げているものと考えます。 
 

 施設職員が中心となって地域住民への相談会を開くなどの活動を行っています。防災
活動では在宅部門職員が地域の防災活動へ参加するなどの活動を行いましたが、施設の
避難訓練等の防災活動への地域住民の参加は感染症の状況により行うことができません
でした。次年度以降の課題です。 
 

・福祉人としての成長と行動 
 

ケア向上会議を開催して入浴介助方法の見直しをしています。上職者の暗黙知を可視
化し、質を向上させると同時に介助時間を短縮しました。また、入浴介助で達成した良
循環をその他の生活場面にも適用できるよう、すべての場面で上職者が考えている事を
可視化し、マニュアル化する作業を行っています。 

・福祉人としての成長と行動 
 

施設部門では実際の事故事例を再度再現してシミュレーション、グループワークで各
場面の行動を協議しあうといった、実際に即した研修を行いました。 
在宅部門では困難ケースを中心に地域のケアマネジャーとの合同の事例検討会を重ねて
技術向上に努めています。 

・働きやすい環境づくり 
 

センサーベッドを導入し、見守り体制を強化しています。事故件数の増減については
導入後日が浅く、大きな減少は見られていません。次年度以降の発生件数の推移を引き
続きモニタリングしていきます。 
休憩室の増設を行い、休憩時間にすべての職員がスタッフルームから離れて休憩できる
体制を整えています。 

・働き甲斐のある職場づくり 
 

・地域共生社会の実現 
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○拠点事業の稼働・保有件数実績 

 

事 業 所 名 定員 目標稼働率  

目標保有件数 

実績稼働率  

実績保有件数 

達成率 

特別養護老人ホーム 100 95.5％ 90.9％ 95.2％ 

ショートステイ 6 91.5％ 168.3％ 183.9％ 

デイサービス 35 75.5％ 76.1％ 100.8％ 

永栄園居宅介護支援事業所 180 145 133 件 92.4％ 

学園都市居宅介護支援事業所 135 

 

135 130 件 96.6％ 

     

     

 

 

 

○施設・設備整備実績                                                        (千円) 

第 1 期(4 月～6 月) 第 2 期(7 月～9 月) 第 3 期(10 月～12 月) 第 4 期(1 月～3 月) 

物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 

 
１Ｆ東トイレ改装 〇 2,953 陰圧室整備(補) －  ナースコール親機更新  2,038 個 室 化 工 事

(補)88,900 

0 

 

〇 97,790 

１F 南トイレ改装 〇 3,667 ゾーニング整備（補助）

(補) 

－     大規模改修（R5 年度

分補） 61,500 

〇 79,814 

一般浴・脱衣所倉庫化

工事 

〇 6,751 ICT ベ ッ ド 入 替

(補)39,300 

〇 43,230 

 

   大規模(屋上防水、耐

震補強、壁面塗装) 

  

宿直室改装 〇 2,031       1 階ロビー～特浴エ

アコン更新工事 

 2,596 

            

※ 〇：計画→実行  －：計画→未実施  空白：計画外実施 
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〇実施計画 

※達成評価 ：４できた ３まあできた ２あまりできなかった １できなかった  

重点項目と達成目標 実行計画 達成状況 達成評

価 

福祉人としての成長と行

動 

 

ケア向上会議を開催し、介護職員の

ケア向上を目指します。 

 

（特養）入浴リーダーの動

きをマニュアル化し、職員

の動きの質を標準化できる

ようにしました。 

一日の流れを全職員が理解

した上で連携できるよう

に、日本語と外国語でマニ

ュアルを作成しました。 

4 

事例検討会を開催し、職員のアセス

メント能力の向上を図ります。 

（特養）3 月に転倒事故ケー

スについて、事例検討を行い

ました。 

３ 

包括・居宅４部門で連携し、知識・技

術のスキルアップを図ります。 

（居宅包括） 

神戸市以外の研修を毎月平

均 1～2 件受講しました。研

修内容も精神科医療との地

域連携に加え、事例検討の研

修を受講しました。受けた研

修をアウトプットできる機

会を作り、各職員で情報共有

しました。 

3 

・介護職員の担当者数を 1 名にし、

アセスメント⇒計画作成に至るプロ

セスを強化します。 

・利用者への興味関心を持ったアセ

スメントができたかを図るスケール

を作成します。 

・チューターができる基準を作り、新

人教育体制を整えます。 

（特養）全利用者の個別援助

計画を作成しました。 

職員のアセスメント力を図

るスケール作成はできてい

ません。 

チューターの基準作りはで

きていませんが、新人教育に

ついて、法人のチェックリス

トを活用し、特定技能外国人

職員教育体制を整えました。 

３ 

家族からの意見を聴き取り、ケアの

向上に生かします。 

（特養）9 月敬老会の時に家

族懇談会を開催しました。参

加家族から直接意見をいた

だきました。敬語の使用や面

会時間などについて意見を

3 
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いただいています。 

迅速に採用を進め、人員不足による

残業の増加を無くします。 

（事務所）外国人材等の活用

で介護人員は充足傾向にな

っていますが、残業解消まで

は至っておりません。またい

くつかの部署で人員不足の

解消には至っていないため

引き続き採用を行っていき

ます。 

3 

働きやすい職場づくり 老朽化した建物の大規模修繕、耐震

化工事により安全な環境を提供しま

す。 

（事務所）工事完了は R６年

６月までとなっております

が、職員の協力もあり事故な

く工程通りに進んでいます。 

4 

各自が残業申請を適切に行うことで

自分の労働時間を把握し長時間労働

を抑制します。 

（事務所）一部で 40 時間を

超える長時間労働がみられ

るため面接や業務内容の精

査により改善に向けて取り

組んでいますが途上となっ

ております。 

3 

職員の業務に関しての役割分担を見

直し、残業時間の平準化を図ります。 

（DS）役割を分担すること

で、時間の平準化は進みまし

たが、残業時間の減少が必要

な状況です。 

3 

大規模災害時に入居者や職員が数日

間生活できるよう備蓄品を整備しま

す。 

（事務所）要援護者支援セン

ターの役割もあるため簡易

トイレや毛布など準備して

います。 

（栄養）職員用保存食として

カップラーメンを購入しま

した。 

4 

働き甲斐のある職場づく

り 

コミュニケーションスキルを高め、

職場内の連携をスムーズに行い、働

き甲斐を感じることができる職場に

します。 

（ＤＳ）月に一回パート職員

を含めたデイ会議を開催し、

情報共有や情報交換が、以前

より活発に行われるように

なりました。 

4 

職員の相談面接技術を向上します。 （施設長）役職者や相談業務

担う新任職員を中心に４月

～１１月まで毎月面接技術

の研修を実施しました。 

４ 
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地域共生社会の実現 

 

ほっとかへんネットへの参加、神戸

市デイサービス連絡会への参加をし

ます。 

（特養）7 月、11 月に開催さ

れたほっとかへんネットへ

参加しています。 

（ＤＳ）デイサービス連絡会

には参加しましたが、連携強

化には至っておりません。 

(特養) 

3 

 

（DS） 

3 

住民の避難経路・防災に対する意識

等を共有していきます。 

（包括） 

1・2 月で地域の防災訓練に参

加し、避難経路や防災に対す

る意識の共有を図りました。 

4 

拠点内で地域活動に関する情報の共

有と参加を促すことで、地域と拠点

との繋がりを強化します。 

（包括） 

地域の行事に積極的に参加

し、地域活動の情報を収集、

拠点に戻ってからミーティ

ング内でも各職員に地域情

報の共有をしています。地域

情報を共有することで職員

が誰でも対応できるように

なり地域との連携がとりや

すくなりました。 

4 

その他 管理栄養士増員に伴い、収入面を強

化します。LIFE 報告等の算定要件を

安定して満たせるよう業務設計をし

ます。これに連動して経口維持加算

の維持・拡大をします。栄養アセスメ

ント加算算定に向けてデイサービス

と連携します。 

（栄養）栄養マネジメント強

化加算…管理栄養士１名増

員と同時に算定開始しまし

た。 

経口維持加算…2023 年 4 月

算定 15 件→2024 年 3 月算

定 28 件に拡大しました。 

栄養アセスメント加算…算

定できませんでしたがデイ

サービスとの連携はデイサ

ービス職員の負担を軽減す

る形で少しずつ進められて

います。 

4 

事業継続計画を基に、設備、備蓄品の

点検を行い、必要な整備を行います。 

（事務所）備蓄品として簡易

トイレや毛布など整備を行

っています。今後の課題とし

て大規模な発電装置などの

整備の検討も必要と考えて

３ 
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おります。 

高齢者虐待を防止する体制を整えま

す。 

（事務所）各事業所の責任者

が参加する委員会を設置し

運営規程に記載しました。 

３ 

平常時からすべての職員が感染症発

生時に対応できる体制を作ります。 

（事務所）感染症発生時の対

応マニュアルを作成し研修

を年に１回のペースで実施

しました。 

３ 
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３．高齢者ケアセンターながた／サテライト宮丘 

 

○重点項目の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・福祉人としての成長と行動 
 

入居施設部門ではセンサー付きベッドおよび眠り scan を全部のベッドに設置いたしまし
た。個々の機能は活かしておりますが、ケアプランや記録を含めて、ICT 機器を活用して業
務効率改善とまでは至っておりません。現場の意見を大切に利用者にも職員にも有益な業務
改善を継続してまいります。 

お互いの価値観を尊重したコミュニケーションを行うことを事あるごとに伝えていく取り
組み、読みやすい書籍を準備し自己学習の推進を継続しました。昨年度減少した退職者数も
低位に保てており、業務上のコミュニケーション、職員同士のやりとりなど、役職者が丁寧
に対応することで、誤解や思い込みからのモチベーションダウンなど防ぐ事ができたと思わ
れます。コロナ禍で減少したレクレーションや個別外出ですが、現場職員の発案で実現する
ことがありました。まだ数は多くはありませんが、仕事のやり甲斐や楽しさを感じられる場
面が、すこしずつですが増えてきています。 

 

コミュニケーションおよびゴシップへの対応について、役職者を中心に、全体研修およ
び、一部の職員への月一回の継続研修を行いました。今後も役職者が自ら考え自ら行動する
姿を見せられるよう、研修や日々の役職者同士の相互支援を継続します。 

サイボウズを用いた不具合の報告など、環境改善を自ら考え自ら発信・行動する風土育成
を継続しています。環境改善の会議等も一部事業所で開始して、若手職員やパート職員が参
加しており、環境改善等、自らおこなう意識もより育ってきております。 

ケアマネを中心にケアカンファレンスでは、利用者の理解・認知症の理解を深める取り組
みを継続しています。 

 

宮丘の小規模多機能サービスを年度末で休止とさせて頂きましたが、そこから地域の特
性を踏まえた事業運営の大切さを学びました。次年度に向けた人事交流も実施し、地域性
と組織としての強みを活かした事業運営を行ってまいります。 

一定数の離職はありましたが、10％未満と離職率は低下しております。採用できる職員
も限られている状況ですが、新たに技能実習生 3 名の受け入れ、技能実習生 4 名の特定技
能へ移行など、職員の定着は進んでいます。介護福祉士取得も順調にすすんでおり、今後
は外国人人材の介護福祉士取得にも注力してまいります。コロナ禍からの移行という意味
で利用者の外出支援や日常の散歩、レクリエーション等のイベントも再開し、情報発信す
ることもできました。地域とのかかわりについても、地域包括の事業を通して、施設の共
用部で喫茶や健康体操など、活発化させることができました。今後もより利用者の QOL を
高める取り組みや、事業所間で協力して地域との交流を増やして、情報発信の頻度を上げ
てまいります。 

 

・やすらぎのある生活の実現 
 

・事業の継続 
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○拠点事業の稼働・保有件数実績 

 

事 業 所 名 定員 目標稼働率  

目標保有件数 

実績稼働率  

実績保有件数 

達成率 

長田ケアホーム 50 名 96％ 96.2％ 100.2％ 

西部高齢者介護支援センター（地域密着型介護老人福祉施設） 20 名 96％ 96.9％ 100.9％ 

西部高齢者介護支援センター（短期入所） 20 名 88.5％ 89.0％ 100.4％ 

西部高齢者介護支援センター（通所介護） 35 名 81.4％ 77.8％ 95.6％ 

高齢者ケアセンターながたホームヘルプサービス 

 

 

定期巡回 

訪問介護 

障害 

 

 

8.83 件 

9 件 

2 件 

7.33 件 

8.91 件 

2.3 件 

83.0％ 

99.0％ 

115.0％ 

高齢者ケアセンターながたサテライト宮丘 

（地域密着型介護老人福祉施設） 

29 名 96.5％ 94.5％ 97.9％ 

サテライト宮丘ショートステイ 20 名 82.0％ 66.0％ 80.4％ 

サテライト宮丘小規模多機能サービス 29 名 68.1％ 45.5％ 66.8％ 

高齢者ケアセンターながた居宅介護支援事業所 

 

 

 125 件 115 件 92.0％ 

池田宮川居宅介護支援事業所   102.5 件 96.6 件 

予防件 

94.2％ 

 

 

 

○施設・設備整備実績                                                        (千円) 

第 1 期(4 月～6 月) 第 2 期(7 月～9 月) 第 3 期(10 月～12 月) 第 4 期(1 月～3 月) 

物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 

 
      受水槽更新 〇 7,352 センサー付きベッド 

更新 39 台（長田） 

〇 5,653 

         眠り scan 

全ベッド導入 

〇 1,225 

            

※ 〇：計画→実行  －：計画→未実施  空白：計画外実施 
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〇実施計画 

※達成評価 ：４できた ３まあできた ２あまりできなかった １できなかった  

重点項目と達成目標 実行計画 達成状況 達成

評価 

福祉人材育成の推進 

(目標)  全職員が法人理

念や行動指針、事業計画を

理解しています。 

全職員に法人理念、行動指針事業計

画を共有する機会を作ります。 

全部署 

事業計画は配布・掲示し、人

事考課面接に確認、共有を行

いました。 

3 

働きがいのある職場づ

くり 

(目標) 日々の情報共有の

質が向上し会議の時間が短

縮されます。 

報告連絡相談の重要性の共有・ 

各事業所に適したツール確認・ 

報告内容について日々の振り返り・

PDCA サイクルを継続します。 

長田ケアホーム・西部特養

SS 

報告連絡相談についてはケ

アカルテ、サイボウズアプリ

を活用し、環境改善プロジェ

クトの委員の正職、非常勤問

わずの意見が発信され効果

的な取り組み、改善につなが

っています。 

４ 

福祉人材育成の推進 

(目標) 非考課者が組織の

支援を実感し積極的に目標

に取り組めます。 

人事考課制度の向上の為、考課者支

援として、外部研修・内部研修を実

施します。 

全部署 

正職員対象面談、下半期に対

人援助職としての職業倫理

の研修を行いながら役職者

からの確認しモチベーショ

ンの維持につなげました。 

３ 

事業の継続 

(目標) 災害等の危機に対

して一定の対応ができま

す。 

各事業所担当者を決め、BCP の内容

を把握し、各事業所への周知を行い

ます。 

全部署 

担当設定し周知を行いまし

たが、今後に実際にスムーズ

に活動できるようにも、定期

的に訓練、周知していく必要

があります。 

３ 

やすらぎのある生活の実現 

(目標) 利用者の状況に応

じたケアが実施されます。 

ICT 機器、眠り scan や日々の記録を

活用して、利用者の個別ケアを推進

します。 

長田ケアホーム・西部特養

SS・サテライト宮丘特養 SS 

全ベッドに眠りスキャンを

設置し稼働しました。状態把

握を行い、他の ICT 機器も併

用することで、利用者の状況

にあったケアを行うことが

出来ました。 

今後はデータも活用し、よ

り個別なケアの見直しを行

3 
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っていきます。 

やすらぎのある生活の実現 

(目標) 担当者が利用者の

代弁者として、他職種と協

働した組みが増えます。 

利用者の担当機能について、役割の

見直しと認識の共有を、さまざまな

職種からの意見とアセスメントを通

して実施します。 

長田ケアホーム・西部特養

SS・サテライト宮丘特養 SS 

ケアカンファレンスを通じ

て、担当利用者より他職種間

での情報共有、発信を行いま

した。 

アセスメントの見直しを通

じ、利用者のニーズの把握に

努めました。 

3 

やすらぎのある生活の実現 

(目標) 外部業者も活用し

て、職員の環境維持への意

識が継続します。 

環境改善プロジェクトを継続し、令

和 4 年度整備した環境の維持向上を

めざします 

長田ケアホーム・西部特養 SS 

スライディングボードや車

椅子のレンタル利用など、プ

ロジェクトメンバーを中心

に計画的に導入をすすめて

まいりました。環境維持への

意識向上については今後も

取り組んでいきます。 

3 

働きがいのある職場づ

くり 

(目標) 過度な負荷の集中

がなくなります。 

役割と業務内容を見直し、適正な人

員配置により業務不可のアンバラン

スをなくします。 

西部 DS 

新しい介護ソフトにも慣れ、

記録の入力についてはパー

ト職員も取り組めるように

なりましたが、他事業所との

連携や計画作成等の業務は

一部の職員に集中してしま

い、負荷の軽減には至りませ

んでした。業務量や職種の役

割に合わせた人員配置を考

えていくという課題が見え

てきました。 

2 

働きがいのある職場づ

くり 

ブランディングの推進 

(目標) 利用者に喜んでい

ただけると共に職員がやり

甲斐を持って働けます。 

利用者の声や希望を、日々の生活と

して、または企画イベントとして実

現します。 

また、ブログや家族に、結果の発信

を行います。 

長田ケアホーム・西部特養

SS・サテライト宮丘特養 SS 

施設で行ったイベントや利

用者の希望に沿った外出行

事などをブログで発信しま

した。次年度は日々の生活の

一コマなども発信し、より施

設の様子を身近に感じてい

ただけるようにしていきま

４ 
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す。 

健全な事業継続の実現 

(目標) 指導員からの改善

指摘が減少します。 

適切なケアマネジメントの実施の為

に内部研修を実施します。 

御蔵あんしんすこやかセン

ター 

神戸市巡回派遣員からの指

摘事項や介護予防ケアマネ

ジメントマニュアルの記載

内容について、管理者や役職

者等を中心に、個別指導やミ

ーティングでの共有、文書の

回覧等を行いました。指導員

からの指摘事項は前年度に

比べて減少しました。 

３ 

健全な事業継続の実現 

(目標) 職員が定期巡回サ

ービスの有効性を理解し

PR できます。 

事業者連絡会以外にも内部・外部の

研修に参加し、介護技術だけでなく

総合的な支援力を高めます。 

ホームヘルプサービス 

長田区ケアマネージャー研

修会で定期巡回事例発表を

行いました。 

サービスの理解を深めたこ

とで外部居宅訪問時のサー

ビス周知や相談依頼時の説

明に有効に役立てることが

出来ました。 

３ 

働きがいのある職場づ

くり 

(目標) 全職員が困難ケー

ス・看取りケースを担当す

ることができます。 

居宅会議で事例検討を実施し、アセ

スメントシートの活用を軸に提案力

の向上を目指します。 

ながた居宅 

週に 1 回居宅会議を実施し、

個別ケースの課題について、

アセスメントが不足してい

る項目等を確認し、支援方法

を検討しました。 

3 

働きがいのある職場づ

くり 

(目標) 事業所内で必要な

情報共有がスムーズに実施

されます。 

ケアカルテのカスタマイズの実施と

記録の書き方研修を実施します。 

ながた居宅 

法人内の居宅で案を出し合

い課題分析し、専門職として

の見立てまで思考が繋がり

易いようにアセスメントシ

ートを再作成しました。 

支援経過記録の書き方につ

いては第三者が見ても支援

内容が分かり運営基準減算

にならない記録の書き方に

ついて繰り返し研修を実施

しました。 

4 
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働きがいのある職場づ

くり 

(目標) リーダーを支える

職員が増えると共に次期役

職者の育成が推進されま

す。 

多くの職員がユニットリーダーを経

験する交代制の導入とマネジメント

系研修への参加促進をおこないま

す。 

宮丘特養・SS 

各ユニットにリーダーを配

置、またリーダーの役割を期

間をもって交代制として今

後の役職者としての適性を

検討するとともに、リーダー

という役割や立場を多くの

職員が経験することで理解

につなげることが出来まし

た。 

外部のマネジメント系の研

修や、マネジメントに必要な

アサーティブ研修にも参加

をしました。 

4 

福祉人材育成の推進 

(目標) 職員皆が多機能と

してあるべきサービスを提

案できます。 

正規職員が神戸市小規模多機能連絡

会に参加します。 

宮丘多機能 

4 月から毎月外部の研修に参

加しました。参加した職員

は、新たな知識を得たり、そ

れぞれのテーマについて考

える機会を持てたと話して

いましたが、小規模多機能の

あるべきサービスの提案に

は至っていませんでした。 

３ 

福祉人材育成の推進 

(目標) 困難ケースにも対

応出来る職員が増え、体制

が強化されます。 

マニュアルの活用や同行訪問を行う

など、調査員や新人職員の受け入れ

体制を見直し、長く勤められる環境

を作ります。 

池田宮川居宅 

業務の整理やマニュアルの

作成も進み、研修の受け入れ

もできる体制となりました。 

４ 

公益的な取り組み 

(目標) 施設職員も参加し

施設と地域の交流場となり

ます。 

ネットワークを拡げ地域課

題をほっとかへんネットな

どの機関と取り組みます。 

長田つながり隊を定期的に開催し、

地域課題発見機能の役割が果たせる

ような仕組みづくりを行います。 

毎月の報告を配布し、興味を持って

もらう人を増やします。 

池田宮川あんしんすこやか

センター 

月 1 回開催するなかで出た課

題について地域ケア会議を

開催しました。出席者も医

療・介護・福祉以外にも地域

の方の参加が多く、課題解決

に向けた話し合いを継続す

ることができました。 

４ 

公益的な取り組み 

(目標) 基幹福祉避難所の

災害発生時における基幹福祉避難所

開設訓練を実施します。また、長田

3 月に開設訓練を実施しまし

た。訓練では、長田区保健セ

４ 



26 

 

機能や役割を理解し、避難

所を開設できます。 

区内の各関係機関等と会議等を通し

て連携を深めます。 

ンターや長田区障害者地域

生活支援拠点との連携も行

いました。長田区医療介護サ

ポートセンター、長田区三師

会等と連携し、区民向けの災

害フォーラムや防災訓練等

の実施、毎月の定例会議等へ

の参加を行いました。 
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４．高齢者ケアセンターひょうご 

 

○重点項目の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・サービスの変革 
 

特養とケアハウスで令和 5 年 3 月に導入した介護ソフト(ケアカルテ)の定着が順調に
進みました。同時に導入したインカム(ハナスト)の活用も日常化しており、介護・看
護・栄養・機能訓練・事務と事業所全体で活用を行っています。 

また、令和 5 年 12 月、特養とケアハウスの全ベッドを、介護ロボット補助金を活用
して入れ替えを行いました。入れ替えたベッドは全て、離床・睡眠・心拍数の見守り機
能が付いており、導入以降、サービスへの有効活用および先行して導入した記録システ
ムとの連動について実際の活用のなかで検証・検討を行っています。 
 

劣化していた特養・ケアハウス・デイサービスの浴室改修、特養・ケアハウスのスタッフ
ルーム・パントリー・食堂ホールの改修を実施しました。浴室の改修については、入居者や
利用者の快適性、衛生面が向上し、間取りの変更・器具の設置で介護が行いやすい環境を実
現しています。また、2 階にシャワー室を設置することで、感染症などでフロア移動が難し
い場合も各階で入浴できる環境が整いました。スタッフルーフ・パントリーの改修により、
入居者の見守りが行いやすい環境が整い、職員の休憩スペースの確保で職場衛生の向上も実
現しています。これらの改修を行うことで、大規模改修に伴う介護ロボット補助金を活用し
て特養・ケアハウスのベット全数の入れ替えを行いました。 

今年度からデイサービスもリスクマネジメント委員会に参画して、拠点一体となって事故防止や
権利擁護の取り組みを行いました。そのなかで、虐待防止研修は、職員相互が倫理観を醸成し危機
意識を高めていくために、職員が作成した実情に即した事例を用いて職員が主体的に考え、意見を
出し合う内容として、全職員が取り組みました。また、年度末には虐待防止委員会の担当者を選出
し実施の準備を整えました。 

介護業務の質の向上として、介護ソフトの定着、インカムの活用により、情報を多職種間で共有
することが時間差や内容の齟齬が少なくできるようになっており、迅速なサービス提供につなげる
よう取り組みを行っています。 
 

法人内インターンシップ制度に 1 名参加しました。また、年度末には来年度に希望する職
員と検討を開始しています。現状では具体的な異動等に結び付いていませんが、引き続き職
員と職場の双方に利益となるよう機会を重ねてきます。 

技能実習生を、特養は 8 月 3 名・1 月 3 名の計 6 名、ケアハウスは 1 月 2 名の受け入れを
行いました。研修事業部や日本語支援機関と連携して育成を行い、順調に技能習得が進んで
います。 
 

９月に事業継続計画の策定を終えて、10 月に説明会および説明動画の視聴を行い、職員へ
の周知を進めました。1 月には BCP 実施訓練を行い、テストメールで緊急時のメール送信と
受信の状況確認を行いました。訓練後に新型コロナウイルスが発生した際は実際の活用を行
っています。また、同計画の策定に伴い、設備・備蓄品の点検と整備を順次行っています。 

感染症発生時の事業継続の対応として、感染症委員会を中心に、研修会や対応のシミュレ
ーション訓練を実施しました。 

・施設整備計画 
 

・サービスの質の向上 

・福祉人材の育成の推進 
 

・健全な事業継続 
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○拠点事業の稼働・保有件数実績 

 

事 業 所 名 定員 目標稼働率  

目標保有件数 

実績稼働率  

実績保有件数 

達成率 

高齢者ケアセンターひょうご 80 名 95% 89.5% 94.2% 

高齢者ケアセンターひょうごショートステイ 20 名 90% 83.3% 92.6% 

デイサービスセンターさとやま 35 名 80% 80.8% 101.0% 

ケアハウスこうべ 100 名 93.5% 90.0% 96.3% 

高齢者ケアセンターひょうご診療所 －    

     

     

 

 

 

○施設・設備整備実績                                                        (千円) 

第 1 期(4 月～6 月) 第 2 期(7 月～9 月) 第 3 期(10 月～12 月) 第 4 期(1 月～3 月) 

物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 

 
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 3 号機入替 〇 9,130 中央監視盤入替 －  ｱﾊｳｽ 5 階居室ｴｱｺﾝ入替 〇 9,735 2~6 階ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ・ﾎｰﾙ

改修 

〇 52,431 

      特養・ｹｱﾊｳｽﾍﾞｯﾄﾞ入替 〇 102,166    

      業務用洗濯機入替 〇 1,860    

      全館浴室改修 〇 15,527    

            

※ 〇：計画→実行  －：計画→未実施  空白：計画外実施 
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〇実施計画 

※達成評価 ：４できた ３まあできた ２あまりできなかった １できなかった  

重点項目と達成目標 実行計画 達成状況 達成

評価 

サービスの変革 介護ソフト（ケアカルテ）の習得と

活用を進めます。 

各職種がケアカルテを実践

し習得しました。事故報告の

記載についても移行を進め

ています。 

４ 

介護ソフト（ケアカルテ）と ICT 機

器を連携させ、情報を一元管理しま

す。 

ハナストと連携し、記録入力

の効率を向上させました。眠

りスキャンとの連動につい

ても検討を行っています。デ

イサービスにおいては血圧

計・体温計との連携を行い、

連絡ノートへの反映も実施

しています。 

４ 

LIFE のフィードバックを受けて、科

学的介護に基づいたサービスの提供

を進めます。 

ケアハウスにおいは個別機

能 訓 練 計 画 書 の デ ー タ を

LIFE に提出しています。フィ

ードバック後の活用につい

てはデータの蓄積が進む次

年度に予定します。 

３ 

施設整備計画 内外装修繕に向けたプロジェクトを

推進し、スタッフルーム、パントリ

ー、浴室、ホールの床の改修と修繕

を実行します。 

PJT において、9 月からスタ

ッフルーム、パントリー、浴

室、ホールの床等の改修を開

始し、3 月に完了しました。

利用者の利便性向上、衛生環

境の改善、業務の効率化、職

員休憩場所の確保等の結果

が得られています。 

４ 

ベッドの入替に伴い、見守り支援シ

ステムを導入します。 

特養とケアハウスにおいて

はアアムスと眠りスキャン

を導入し、個別の状態把握を

開始しました。 

４ 

生活環境と業務の安全性に影響が生

じる備品は順次入れ替えます。 

不具合のある車椅子や家電

を入れ替え、不足していた介

護用品等を購入し、サービス

の質と生活環境の改善に取

４ 
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り組みました。 

サービスの質の向上 虐待防止検討委員会を発足し、法人

理念、職業倫理を基軸とした利用者

の人権の擁護に関する取り組みを推

進します。 

次年度の委員会運営に向け

て高齢者虐待防止のための

指針を共有し、各施設に高齢

者虐待防止の担当者を選任

しました。 

３ 

福祉用具の活用を進め、移乗等の介

助における安全性の向上と負担の軽

減に取り組みます。 

理学療法士がバリアフリー

展に参加して情報を収集し

ました。パワースーツと移乗

サポートロボットの試用を

計画し、導入に向けた検討に

取り組みました。 

３ 

法人研修事業部、教育チームの研修

に参加し、職員の資質の向上を図り

ます。 

各種研修に対象者が参加し、

資質の向上を図りました。 

３ 

リスクマネジメント委員会へ参加

し、協同して取り組みを行います。 

デイサービスにおいてもリ

スクマネジメント委員会に

参加し、一体的な活動に取り

組みました。 

４ 

福祉人材の育成の推進 インターンシップ制度を活用し、職

員のキャリア形成をサポートしま

す。 

インターンシップ制度を周

知し、1 名が制度を活用しま

した。 

３ 

外国人人材の育成を行います。 技能実習生を５月にケアハ

ウス３名、８月に特養３名、

1 月にはケアハウス 2 名、特

養 3 名を受け入れ、計画に沿

って研修を実施し、予定通り

育成が進みました。 

４ 

健全な事業継続 事業継続計画を基に、研修・訓練を

実施し、サービスの継続提供体制を

整えます。 

事業継続計画の策定を受け

て、1 月 17 日に BCP 実施訓

練（訓練メールの発信）を実

施しました。その後の感染症

発生時にはメールによる状

況共有を開始しています。 

４ 

事業継続計画を基に、設備、備蓄品

の点検を行い、必要な整備を行いま

す。 

事業継続計画の策定を受け

て、設備、備蓄品の点検と整

備を開始しました。 

３ 

感染症対策委員会の活動を推進し、

感染症の発生及びまん延防止の研修

コロナの 5 類移行に伴う対応

を協議するなど必要に応じ

４ 



31 

 

と訓練を実施します。 て委員会を運営しました。7

月に食中毒予防の研修、12 月

に感染対応時のシミュレー

ション訓練を行いました。 
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５．高齢者ケアセンター甲南 

 

○重点項目の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・働きがいのある職場づくり 
 

特養において口腔ケア・排泄（陰洗・オムツ）等の基本を学ぶ機会を持ちサービスの質の標
準化を計っています。その他内部研修では、人事考課面談に向けて役職者全員に外部講師を
招いて研修を実施しています。外部研修の参加は 23 件と前年から大きく減少しましたが、部
署や個人の課題等を踏まえて参加を促進しています。 
事故件数は部署により差がありますが、全体としては 5％減少しています。 
 

介護職の離職は 16 名（派遣省く）と過去 5 年で一番低い人数となりました。但し正職員の介
護職員の退職は 5 名あり、過去 5 年の平均の人数となっています。 
正規介護職のエンゲージメントの調査（wevox）では、前年度と比較しほぼ同じポイントと
なっています。健康面・環境面・理念戦略の項目においては前年度同様低い傾向にあるので
その改善と特定技能の職員も入職し、その育成が次年度の課題となります。 
 

補助金の活用により、記録ソフトのケアカルテ、音声入力システムのハナスト、見守り機器
の aams を導入しています。aams に関しては年度末に特養・ケアハウスには全室導入する
ことができました。 
 
新たな記録ソフトの導入により前年度と比較し記録が影響する残業時間は減少しています
が、ケアハウスで 4 名の正職の退職があり、特定技能の入職の遅延で年度内に補充できず正
規介護職の一人あたりの残業時間がケアハウスにおいては月約 2 時間増えています。 
新たな介護機器の運用と特定技能の育成・業務改善が引き続き課題となります。 
 
 

有料・ケアハウスにおいて営業が対応した問い合わせ件数として約 25％増（新規は約 30％
増）でした。主に HP を見て問い合わせがある傾向は変わらず、SEO・MEO は引き続き継続
しています。その他は過去の顧客への案内からの問合せが主であります。 
今期は神戸市広報紙や兵庫県広報紙に広告を入れましたが、問い合わせはありますが、価格
帯で折り合いがつかない事が多く、顧客ニーズに合わせた広告媒体の選定やインスタグラム
を始めとした SNS の有効活用が課題であります。 

稼働率については特に、有料老人ホームが前年度の 12 名という過去最多の退去者数の補充
が追い付かず、それが収支に影響を及ぼしました。7 名の入居がありましたが目標稼働には
届きませんでした。ケアハウスも特に２つの夫婦部屋居室の利用がなく、稼働に影響を及ぼ
しました。HP を見て問い合わせはありますが、価格が合わない事が多くあります。 
有料については管理費を下期から値上げと 85 歳プランの償却期間・初期償却率の見直しを
検討し次年度中に改定予定です。 
居宅については介護支援専門員の補充ができず、1 名の配置で 1 年運営しており、それが達
成率に影響しています。介護支援専門員の補充は継続課題であります。 

 

・利用者中心の良質なサービスの実践 
 

・サービスの変革 
 

・ブランディングの推進 
 

・健全な事業継続の実現 
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○拠点事業の稼働・保有件数実績 

 

事 業 所 名 定員 目標稼働率  

目標保有件数 

実績稼働率  

実績保有件数 

達成率 

高齢者ケアセンター甲南 

（地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護） 

29 人 95.5％ 92.9％ 97.3％ 

高齢者ケアセンター甲南ショートステイサービス 

（短期入所生活介護） 

20 人 80％ 83.2％ 104％ 

ケアハウスこうべ甲南 

（特定施設入居者生活介護） 

60 人 95％ 86.6％ 91.2％ 

介護付き有料老人ホーム グランドビュー甲南 53 室 97.5％ 93.6％ 96％ 

高羽居宅介護支援事業所 

（居宅介護支援事業所） 

 月 Av39.5 件予

委 Av10 件 

           

要支援 12 件→2

分の 1 計算にな

ると 6 件 

29.5 件 

予委 Av10.6 件 

74.7％ 

     

 

 

 

○施設・設備整備実績                                                        (千円) 

第 1 期(4 月～6 月) 第 2 期(7 月～9 月) 第 3 期(10 月～12 月) 第 4 期(1 月～3 月) 

物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 物件名(購入・工事) 金額 

 
高圧ケーブル交換工事 -  受水槽ポンプ交換工事 〇 

 

3,696 機械浴（ケアハウス）  6,600, 機械浴（特養） 〇 6,976 

      ミスト浴（ケアハウス）  4,840, 見守りセンサーaams

（ケアハウス） 

 5539 

      非 常 照 明 器 具 更 新

 - 

-  見守りセンサーaams

（特養） 

 3956 

            

            

※ 〇：計画→実行  －：計画→未実施  空白：計画外実施 
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〇実施計画 

※達成評価 ：４できた ３まあできた ２あまりできなかった １できなかった  

重点項目と達成目標 実行計画 達成状況 達成

評価 

利用者中心の良質なサービ

スの実践 

 

排泄、口腔ケア、環境整備の各部会

を中心にそれぞれの取り組みを発信

し、勉強会を行います。 

専門部会を設置し居室やユ

ニット内の住環境の整備を

はじめ、口腔ケア及びその

物品の見直しをしました。

排泄においても入居者のサ

イズにあったオムツ類の選

定を行い、外部講師よるオ

ムツの研修や看護師による

陰部洗浄の実技研修を開催

し、排泄介助の技術向上に

取り組みました。全職員が

年度内で終了することはで

きず継続しています。 

部会を通してケアの質の向

上を目指した結果、前年度と

比較し入院日数は減少しま

した。（特養） 

4 

職業倫理、法人理念の共有を行いま

す。 

人事考課面接で、職業倫理

や、法人理念の確認を行って

います。担当利用者を持つ職

員には、法人版アセスメント

様式を使い研修を行ってい

ます。看取りの研修を行って

います。（ケアハウス） 

3 

入居者からの意見に対して速やかに

対応します。 

生活満足度アンケートでは

回収率が上がり、職員に対す

る評価も下がることなく安

定した推移となりました。ま

たコロナ禍で出来ていなか

ったイベント等を再開し、入

居者の方の心身の活性化の

機会が増やすことができま

した。（有料） 

4 

年１回「理念」「行動指針」「職員の

基本姿勢」の理解を促進できる機会

「記録の書き方」「伝える力

強化研修」等に関して高羽居

4 
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を持ちます。 宅・包括で伝達研修を行いま

した。（居宅） 

居宅との合同研修において、

職員間で意見交換も交え法

人理念について理解を深め

る事が出来ました。（包括） 

4 

事故・感染・虐待を予防します。 開催された委員会には担当

職員が出席し情報や内容の

共有と周知を行い法定研修

も実施しました。骨折事故

があり原因の確認・振り返

りや介助方法の見直し等、

他職種を交えて検討しまし

た。（特養・ケアハウス） 

 

新型コロナウイルス等の感

染症発症時には、他職種と

協力し、対応することがで

きています。職種間や多職

種間と連携ができていると

ころが評価できます。（特

養・ケアハウス・有料） 

 

9 月に食中毒の疑いがあり保

健所の指導を受けておりま

す。原因は特定されるもの

ではありませんでしたが、

委託業者と連携し衛生面の

徹底に努めました。（有料） 

研修では AED 研修と窒息時

の対応、インシデント報告の

意味や価値についての研修

を行いました。（有料） 

4 

働きがいのある職場づくり Wevox の回答率を向上させ、部署内

の組織に対する愛着や信頼、貢献意

欲、協力関係等を計る指標として活

用します。 

Wevox の回答率は前年度と

比較し約 3.8％向上（86％）

しています。 

結果については安全衛生委

員会等で確認と分析を行い

ました。 

3 
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総合点として、特養は数値

が減少し、ケアハウス・有

料は向上が見られます。 

一般職に置いて「事業やサ

ービスへの誇り」の項目が

低い傾向にあり、対策とし

て体験した利用者や家族等

からのポジティブな声を全

体で共有するレポートをつ

くりました。 

職員に面談を行い、自身の評価を理

解する機会や、職場への意見を表現

できる機会を意図的に作ります。 

人事考課面談以外に体調や

精神面に不安がある職員や

新入職員、また特定技能職

員とは入職後 1、2 か月の間

隔で面談を実施し現状の確

認や相談できる場を設けま

した。（特養） 

3 

ケアカルテ・介護ロボット等の運用

を進め、ICT 化を図ります。 

補助金の活用により特養・

ケアハウスには見守りセン

サーの「aams」を全室に設

置できました。 

記録についてはケアカルテ

への移行は終わり、記録時

間の削減や情報の共有につ

ながっていますが、インカ

ム・音声入力の「ハナス

ト」の運用はまだ不十分

で、その効果の検証はでき

ていません。（特養・ケアハ

ウス・有料） 

3 

サービスの変革 ナースコールシステム・電話交換機

等の通信機器の更新の準備を行いま

す。 

展示会への参加や業者から

の情報収集を行いました。 

更新スケジュールの策定・

機器の選定・見積もり依頼

はできていません。 

3 

定期的に、施設見学会を実施します。                                                                                  毎月、主に居宅介護支援事

業所向けに施設見学会を開

催しています。入居率の向

上にはつながっていません

4 
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が、ボランティア等の受け

入れも含めて地域に開けた

施設を目指してきました。

（ケアハウス） 

ブランディングの推進 地域ケア会議や 2 か月に 1 度の本三

プラザに参加し、施設内の状況等の

報告を行い、地域の関係機関と関係

を深めます。 

地域会議には 2 回参加し在

宅での医療や独居世帯につ

いての課題を話し合いまし

た。 

本三プラザは 4 回参加し、

地域の取り組みや活動など

情報共有を図りました。 

（有料） 

4 

特養：計画的な待機者確保を行い、

空床 2 週間での入所を目指します。 

短期：外部事業所への空床情報の提

供を行います。 

有料やケアハウスとも協働し、社会

資源として最大限活用を行います。 

特養：年度内で退居が１１

件、入居が１２件ありまし

た。空床 2 週間での 

入所は困難でしたが、病院

や外部事業所からの問い合

わせもあり、長期利用のシ

ョート利用者以外からの入

居者も確保できました。シ

ョートからケアハウスへ入

居を繋ぐことができ法人内

サービスと協働することが

できました。 

短期入所：空床の情報提供

を行った結果、病院からの

問い合わせや新規の依頼も

増え稼働率の向上に繋がり

ました。週末利用希望者が

多く偏る傾向がありました

が、平日利用者も確保し職

員の負担軽減と利用に偏り

が出ないよう調整に努めま

した。長期ショート利用者

の確保も行い目標稼働率は

達成できました。 

3 

健全な事業継続の実現 拠点の強みや、地域ニーズを理解

し、効果的な広告を行い、待機者確

保につなげます。 

待機者確保の一環として紹

介会社との契約内容の見直

しや広報誌等にも掲載しま

2 
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したが、稼働率向上には至

りませんでした。（ケアハウ

ス） 

WEB を中心とした広報活動や、紹

介業者と連携を図ります。またケア

ハウスへの住み替えや、ショートス

テイ利用等、他部署と連携していき

ます。 

5 室 6 名の入居契約を締結し

ましたが、うち 2 室 3 名は

短期解約となり、目標の稼

働率・収益には届きません

でした。 

体験宿泊を再開するなど、

これまで出来ていなかった

取り組みを積極的に行いま

した。（有料） 

2 

併設包括をはじめ、近隣包括や病院

などとも事業所の空き状況などを共

有し、スムーズに新規受け入れが行

えるようにしていきます。 

年度末にかけて施設入居な

どによる複数件の利用終結

がありました。同時に新規

相談も併設包括だけに関わ

らず相談があり総数として

は変化が見られず一定数を

維持できています。（居宅） 

4 

給付管理数における直営と委託の割

合について、毎月の推移を確認し、

新規ケースは、神戸市の規定の範囲

で直営での担当調整を行います。 

直営担当について、4 月の

72％から年度末の 3 月には

74％で給付管理することが

できました。 

（包括） 

4 

法人 BCP 策定 PJT を通して BCP

計画を策定します。 

担当者がプロジェクトに参

加し計画の策定を行いまし

た。また、メールアドレス

の登録や訓練の呼びかけを

拠点内で行いました。 

4 
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６．達成評価一覧 

 

事業・拠点 評価 達  成  度 

4 3 2 1 計 

法人本部３事業部 評価数 11 11 5 2 29 

割合 37.9% 37.9% 17.2% 6.9% 100% 

永栄園 評価数 8 12 0 0 20 

割合 40.0% 60.0% 0.0% 0.0% 100% 

高齢者ケアセンターながた

／サテライト宮丘 

評価数 7 10 1 0 18 

割合 38.9% 55.6% 5.5% 0.0% 100% 

高齢者ケアセンターひょう

ご 

評価数 9 6 0 0 15 

割合 60.0% 40.0% 0.0% 0.0% 100% 

高齢者ケアセンター甲南 評価数 10 6 2 0 18 

割合 55.6% 33.3% 11.1% 0.0% 100% 
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Ⅲ 理事会および評議員会 

 

 以下の通り、理事会および評議員会を開催しました。 

 

１．理事会 

 第 1 回 令和 5（2023）年６月９日 

出席理事 大和田 理紗 山内 賢治 平田 直之 

秋田 隆志 大森 秀之 渡邉 健 

出席監事 長谷川 光男 吉川 誠  

議  事 令和４年度事業報告の件／令和４年度収支決算の件／甲南小規模多機能サービ

ス 廃止届の件／永栄園大規模改修・耐震化工事に係る補助金の件／理事候補

者推薦の件／監事候補者推薦の件／定時評議員会の日時・場所及び招集通知

発出日並びに提案議案の件 

 

 第２回 令和 5（2023）年６月２６日 

出席理事 大和田 理紗 山内 賢治 平田 直之 

秋田 隆志 大森 秀之 渡邉 健 

出席監事 長谷川 光男 吉川 誠  

議  事 理事長選任の件／業務執行理事選任の件 

 

 第３回 令和 5（2023）年８月２８日 

出席理事 大和田 理紗 山内 賢治 平田 直之 

秋田 隆志 大森 秀之 渡邉 健 

出席監事 長谷川 光男 吉川 誠  

議  事 特別養護老人ホーム永栄園大規模修繕耐震化工事に係る入札及び公告の件／特

別養護老人ホーム永栄園大規模修繕耐震化工事に係る資金借入れの件／評議員

会の日時・場所及び招集通知発出日並びに提案議案の件 

 

 第４回 令和 5（2023）年１１月６日 

出席理事 大和田 理紗 山内 賢治 平田 直之 

秋田 隆志 大森 秀之 渡邉 健 

出席監事 長谷川 光男 吉川 誠  

議  事 上半期決算の件／（甲南）認知症高齢者グループホーム、改修工事の件／サテラ

イト宮丘小規模多機能サービス休止の件／特別養護老人ホーム永栄園、センサー

ベッド購入の件／高齢者ケアセンターひょうご・ケアハウスこうべ、センサーベ

ッド購入の件／私費外国人留学生奨学金規程の一部修正の件／評議員会の日時・

場所及び招集通知発出日並びに提案議案の件 
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 第５回 令和 5（2023）年１１月２１日 

出席理事 大和田 理紗 山内 賢治 平田 直之 

秋田 隆志 大森 秀之 渡邉 健 

出席監事 長谷川 光男 吉川 誠  

議  事 （甲南）認知症高齢者グループホーム、改修工事の件 

 

 第６回 令和６（2024）年３月１５日 

出席理事 大和田 理紗 山内 賢治 平田 直之 

秋田 隆志 大森 秀之 渡邉 健 

出席監事 長谷川 光男 吉川 誠  

議  事 令和５（２０２３）年度補正予算（案）の件／令和６（２０２４）年度事業計画

（案）の件／令和６（２０２４）年度予算（案）の件／施設長交代人事の件／職

員就業規則の一部改定の件／嘱託職員就業規則の一部改定の件／パートタイマ

ー就業規則の一部改定の件／給与規程の一部改定の件／育児・介護休業等に関す

る規程の一部改定の件／経理規程の一部改定の件／評議員会の日時・場所及び招

集通知発出日並びに提案議案の件／永栄園耐震補強大規模改修工事（変更設計追

加）の件 

 

 

２．評議員会 

 第 1 回 令和 5（2023）年６月２６日 

出席評議員 小林 和彦 小紫 義也 佐賀 泰子 首藤 風 

西田 孝司 宮田 克行 三好 登志行  

出席監事 長谷川 光男 吉川 誠  

議  事 令和４（２０２２）年度事業報告の件／令和４（２０２２）年度収支決算の件／ 

甲南小規模多機能サービス 廃止届の件／理事選任の件／監事選任の件／理事

長・業務執行理事の報酬について 

 

 第２回 令和 5（2023）年９月７日 

出席評議員 小林 和彦 三好 登志行 佐賀 泰子 首藤 風 

西田 孝司 宮田 克行   

出席監事 長谷川 光男 吉川 誠  

議  事 特別養護老人ホーム永栄園大規模修繕耐震化工事に係る入札及び公告の件／特

別養護老人ホーム永栄園大規模修繕耐震化工事に係る資金借入れの件 

 

 第３回 令和 5（2023）年１１月２１日 

出席評議員 小林 和彦 小紫 義也 佐賀 泰子 首藤 風 

三好 登志行 宮田 克行   
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出席監事 長谷川 光男 吉川 誠  

議  事 上半期決算の件／（甲南）認知症高齢者グループホーム、改修工事の件／サテラ

イト宮丘小規模多機能サービス休止の件 

 

 第４回 令和６（2024）年３月２６日 

出席評議員 小林 和彦 小紫 義也 宮田 克行 首藤 風 

三好 登志行    

出席監事 長谷川 光男 吉川 誠  

議  事 令和５（２０２３）年度補正予算（案）の件／令和６（２０２４）年度事業計画

（案）の件／令和６（２０２４）年度予算（案）の件／施設長交代人事の件 

 

 

Ⅳ 経営会議（および事業推進会議） 

 

 原則として、毎月 1 回、本部と拠点長により、事業執行の報告、調整、提案および協議のため

の会議を開催しました。 

 

４月 令和 5（2023）年 4 月５日 

・1～3 給与等級職員の昇格について １．技能実習生から特定技能移行時の処遇について ２．伊川谷

あんすこの人員と引継ぎ後の人事異動について ３．職員の髪色について ４．5/8～ コロナ対応につ

いて ５．その他（甲南のグループホーム開設について、非常電源の補助金について） 

 

５月 令和 5（2023）年５月１２日 

１．特定技能の在留資格更新費用の支払いの基準について ２．技能実習生について ３．特定技能等

の職員就職支度金貸与についての規程について ４．神戸市への令和 6 年度修繕要望  

 

６月 令和 5（2023）年５月１２日 

１．24 条協定の変更案について ２．菓子パンの追加料金の設定について ３．働き方 PJT・公休日数

増について進捗報告 ４．全国社会福祉法人経営者大会への職員派遣について ５．髪色について（介護

士会での検討結果） ６．技能実習生の寮について ７．寮の物品の売却価格について ８．理事長賞 

９．その他（ファイルサーバーのメンテナンス） 

 

７月 令和 5（2023）年７月１０日 

１．労使協定変更の進捗について ２．特定技能の支援体制について ３．認知症介護基礎研修につい

て ４．その他（全国社会福祉法人経営者大会（兵庫大会）』の開催について、ケアマネ業務者の更新研

修の費用の取り扱い、中期経営計画について、水道光熱費について） 

 

８月 令和 5（2023）年８月７日 

１．・6/26 ひょうご特養の立ち入り調査後の経過について・ひょうごケアハウス、特養の身体拘束に関
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わる事案について・事故対応の見直しについて・居住フロア共用部等のカメラの設置について・BCP 計画

書について ２．高齢者虐待防止のための指針について ３．ケアカルテ掲載の画像について ４．社会

保険事務所立ち入り調査について報告 ５．職員から職員への暴力行為 ６．職員の退職に伴う人の異動 

７．中期経営計画の報告 ８．その他（①大規模修繕に伴う介護ロボットの進捗と課題について②ケアカ

ルテカスタマイズ内容③退職者について警察からの捜査協力について④特浴補助金について⑤虐待検証

のための第三者委員会ガイドラインの確認⑥経営協の全国大会の件⑦特定技能の内製化の話）  

 

９月 令和 5（2023）年 9 月 5・８日 

1．給与規程 第３６条３号２項 賞与支給しないものについての確認 2．ケアカルテ 写真添付につ

いての考え方 3．外国人 国外居住親族にかかる扶養控除について 4．10 月～最低賃金（時間給）ア

ップについて 5．ケアマネジャー資格更新費用及び社会福祉士実習の取り扱いについて 6．業務に従事

していない者のケアマネ更新費用について 7．永栄園 医師体制と産業医について 8．働き方改革 PJT

より、令和 6 年度～公休日数増について 9．BCP 説明会の見通しについて 10．HP：肖像権の文言に

ついて・見積もりの確認 11．副主任降格の相談 12．ボートレース補助金の件 13．令和 5 年度内定

者セミナーの開催日程について 14．その他（社会保険調査の結果報告、青年研のおねがい、甲南に実地

指導。結果が戻ってきたら報告） 

 

１０月 令和 5（2023）年１０月４日 

１．人事考課 SS 評価について ２．誓約書の変更について ３．BCP の今後の予定について ４．そ

の他（宮丘特定技能検討の件、ほのぼののライセンスの更新について、） ５．令和６年度の人事に関し

た事案 

 

１１月 令和 5（2023）年１１月８日 

１．給与明細：控除項目の分類と名称について ２．年末年始手当：今後の支給の仕方について ３．

労働条件明示のルール変更に伴う契約書の様式変更について ４．障害者雇用について ５．業務の棚卸、

夜勤の時間帯について ６．特定技能業者についての情報交換と集約 ７．介護現場におけるハラスメン

ト対策について ８．特定技能支援業務内製化について ９．その他（ひょうご職員処遇報告、年賀状廃

止について）  

 

１２月 令和 5（2023）年１２月６日 

１．業務の棚卸、夜勤の時間帯について  ２． その他（監視カメラと IP アドレス管理の件）  

 

１月 令和６（2024）年１月９日 

１．電子申請届け出システムについて ２．業務の棚卸、夜勤の時間帯について ３．非常勤職員等雇

用契約書、労働条件通知書について ４．監査指導部からの改善措置通知の内容報告 ５．サービス提供

時の録音、画像・動画撮影について ６．2024 年度以降の居宅介護支援事業所 1 人あたりの持ち件数に

ついて ７．その他（能登半島地震募金について、１月 11 日・12 日にカメラの現地調査実施、青年研 2

月の件） 
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２月 令和６（2024）年２月８日 

１．カスタマーハラスメント規程について ２． 永栄園人員配置について ３．利用者や職員の音声

録音、画像・動画撮影に関わる就業規則の定めについて ４．2 月～介護職員処遇改善支援補助金につい

て ５．中期経営計画スローガンについて ６．4 月～公休日数増に伴う夜勤時間帯変更について     

７．その他（防犯カメラの件、全国介護福祉政治連盟の件、神戸市監査指導部への改善報告について、勤

務表の配布について） 

 

３月 令和６（2024）年３月１３日 

１．伊川谷学園包括居宅人事異動について ２．理事長賞と理事長メッセージ・災害派遣報告 ３．その

他）（事故報告の件、採用目標について、運営規定について、介護ロボットの実績報告、虐待等相談窓口

担当者の件） 

 

 

Ⅳ―２ 事業推進会議（月 1 回定例会議） 

以下の項目について、理事長、業務執行理事、法人 3 事業部、施設長及び施設長補佐参加の下

開催。 

検討議題 

1. 業績報告（予算・実績の確認） 

2. 施設稼働率及び運営状況報告（原因と今後の対策） 

3. 各担当別事業計画月次報告 (①人事採用部 ②研修事業部 ③財務総務部) 

4. 拠点、各担当からの議題 

 

 

Ⅴ 実地指導・指導監査、監事監査、内部監査 

 

1.神戸市実地指導・指導監査 

 神戸市福祉局監査指導部による、法人および施設の適切な事業経営のための実地指導・指導

監査は、以下のとおり行われました。指導を受けた内容については、速やかに改善を行いまし

た。 

 ・高齢者ケアセンターひょうご 6 月 26 日（特別実地監査） 

 ・法人本部 9 月 25 日 

 

2.監事監査 

 監事による監査は、６月２日に行われました。 

 定款第 37 条の定めにより、法人の事業報告書およびその付属明細書、計算書類およびその付

属明細書並びに財産目録の監査の結果、適正であると認められています。 

 

３．内部監査 

 以下の通り、内部監査を実施しました。 
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7-8 月 コロナにて中止 

9 月 13 日  特別養護老人ホーム永栄園/高齢者ケアセンターながた 

10 月 18 日 高齢者ケアセンターひょうご   20 日 高齢者ケアセンター甲南 

11 月 10 日 会計監査人による監査 高齢者ケアセンターひょうご 

12 月 6 日 特別養護老人ホーム永栄園    26 日 高齢者ケアセンターながた 

12 月 11 日 会計監査人による監査  高齢者ケアセンター甲南 

1 月 17 日 高齢者ケアセンターひょうご 

2 月 5 日 高齢者ケアセンターながた     6 日 特別養護老人ホーム永栄園 

3 月 7 日 法人本部               13 日 高齢者ケアセンター甲南（日本経営のみ） 

 

 

Ⅵ プロジェクト 

○法人内インターンシップ制度導入 PJT 

毎月第 4 金曜日に対面とリモートのハイブリット方式でプロジェクト会議を開催しました。今

年度からフローに沿ってインターンシップの受入れと体験を開始し、2 人の職員がインターン

シップ制度を活用してくれました。いずれも施設現場からあんしんすこやかセンターへの在宅

系相談員の体験で、社会福祉士の資格を活かした実践を体験しています。 

3 人目の体験希望者については、令和 6 年度に実施を予定しています。 

今年度、PJT はこの体験を見える化するため、サイボウズアプリを設定し、全職員が職員の体験

内容や受入れ事業所担当者の声などを読むことができるようにしました。自らの制度利用に結

び付くことを念頭に、更なる啓蒙促進の方法を検討しています。 

 

○BCP 策定委員会 

 毎月１回プロジェクト会議を開催しました。今年度は事業継続計画書の最終の取り纏め作業

を行い、８月に完成となりました。計画書の完成を受けて、法人全体への周知のために BCP 説

明動画を作成し、10 月には各拠点で BCP 策定委員会が中心となって説明会を開催しました。 

 また、今回の取り組みで新たに設定をした、災害や感染症発生時に職員に一斉連絡を行う仕

組みである BCP メールについて、委員会準備のもと 1 月 17 日にテストメールでの訓練を実施

しました。令和 6 年 1 月の委員会でプロジェクトは終結として、今後は危機管理委員会に活動

を引き継ぎました。 

 

〇働き方改革 PJT 

毎月 1 回リモートでプロジェクト会議を開催しました。テーマとして「年間公休日数増」に取

組みました。令和 6 年度導入を目指し、年間公休日数 104 日→110 日にすると同時に、労働時

間を 1 日 10 分増やす（休憩時間を 10 分減らす）事で年間総労働時間をこれまでと同時間にし、

その為、給与額は維持しつつ公休を増やす事と致しました。また、夜勤時間につきましても各事

業体の業務の実情に合わせて見直しを行いました。 
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Ⅶ 研修 

令和５（２０２３）年度 研修 

■研修事業部主催 

研修名       対象職員       研修内容         実施の有無 

介護職員初任者研修 希望職員 介護職員初任者研修 ○ 

介護福祉士実務者研修 希望職員 介護福祉士実務者研修 ○ 

技能実習生研修 技能実習生 基本的技術の習得、介護職員として

のあり方・検定対策 

○ 

介護職入職時（前）研修 中途採用介護職員 介護に関する基本的考え方・基本的

支援技術 フォローアップ 

○ 

チューター研修 チューター担当職員 新人育成のためのチューターのあり方 ○ 

主任・副主任研修 主任・副主任職員 職員育成・定着のためのリーダーとしてのあり方・マネジメントについて ○ 

新卒者研修 新人職員 基礎的支援技術、利用者理解の習得度の振り返り  ○ 

1 年目職員研修 1 年目新卒職員 1 年の振り返り 企画運営について ○ 

２年目職員研修 ２年目職員 個別支援の理解について ○ 

３年目職員研修 ３年目職員 個別支援の理解について、リーダー職とは ○ 

留学生研修 留学生 記録・ケアについて/神戸福生会の職員となる準備 ○ 

外国人職員研修 外国人職員 記録・緊急時の対応・支援技術の向上 × 

 

研修名       対象職員       研修内容         開催時期 

新人職員必須研修 新人職員 事故防止・虐待防止研修等法定研修 ○ 

職員定着・育成研修 全職員対象 職業倫理・知識・技術・相談援助の基

本 多職種協働 

○ 

中途採用職員１日研修 中途採用職員 法人理念・組織運営等の理解 ○ 

中堅職員研修 3 年目以上 利用者理解・ケアマネジメントの展開 ○ 

新人職員３日間研修 内定者 法人理念・法人の事業理解 ○ 

上級者研修 2 日間 主任・副主任職員 

次期着任予定職員 

スーパービジョン・コーチング・リ

ーダーとしてのマナジメント等 

× 

 

■拠点主催     ※拠点共通研修のみ記載しています。各拠点・事業所独自の研修は拠点別事業報告に記載しています。 

研修名           対象職員             研修内容            実施の有無 

人権の擁護及び高齢虐

待に関わる研修 

全職員 人権擁護及び高齢者虐待防止に関連する事項 ○ 

身体拘束等の適正化の

ための研修 

特養・特定職員 身体拘束廃止の取組に必要な知識と技術の習得 ○ 

感染症及び食中毒の予

防及びまん延防止研修 

特養職員 感染対策・衛生管理の基本知識と行動の習得 ○ 

事故発生防止のための研修 特養職員 事故発生防止の基礎知識の習得 年二回  

特定行為に関する研修 該当事業所 喀痰吸引等業務に携わる介護職員の実地研修 4月・10月 
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Ⅷ 事故、苦情 

 

◎介護関連事故 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転倒 ずり落ち 未服用 転落 誤服用 異食
ﾊﾞﾙｰﾝ

ﾁｭｰﾌﾞの
ﾄﾗﾌﾞﾙ

経管栄
養時のﾄ

ﾗﾌﾞﾙ

行方不
明

重篤な
誤嚥

誤配薬 その他 計
骨折

(再掲)
神戸市
報告

永栄園 60 47 22 22 12 4 12 0 2 0 2 57 240 2 3

長田 16 6 1 7 0 0 2 0 0 0 3 11 46 2 2

西部 6 3 0 7 0 2 0 0 0 0 1 5 24 0 0

宮丘 16 10 6 6 4 2 0 0 0 0 0 13 57 0 0

兵庫 106 55 42 44 7 18 15 3 1 2 1 165 459 3 9

甲南 25 15 21 10 5 3 0 1 2 1 6 68 157 1 2

小計 229 136 92 96 28 29 29 4 5 3 13 319 983 8 16

永栄園 10 1 2 2 1 0 0 0 2 0 0 2 20 2 2

長田 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 6 0 0

西部 18 4 0 10 4 0 0 0 1 0 0 7 44 0 0

宮丘 23 8 2 0 0 0 0 0 1 0 1 10 45 1 1

兵庫 35 7 7 2 3 2 6 0 0 2 2 27 93 2 4

甲南 69 13 35 8 2 5 0 1 0 1 3 31 168 3 2

小計 158 35 46 22 10 7 6 1 4 3 6 78 376 8 9

永栄園 10 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 17 0 1

西部 3 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 3 10 0 0

兵庫 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 8 0 0

小計 18 4 2 0 1 1 1 0 0 0 0 8 35 0 1

長田 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 2 9 15 0 0

小計 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 2 9 15 0 0

兵庫 134 76 42 34 13 9 5 3 2 3 0 102 423 7 17

甲南 57 27 49 16 7 5 1 4 5 11 4 99 285 7 1

小計 191 103 91 50 20 14 6 7 7 14 4 201 708 14 18

宮丘 7 4 1 0 2 1 0 0 0 0 0 13 28 0 0

小計 7 4 1 0 2 1 0 0 0 0 0 13 28 0 0

甲南 35 4 8 4 2 0 0 0 2 1 0 10 66 1 1

小計 35 4 8 4 2 0 0 0 2 1 0 10 66 1 1

638 286 244 172 63 52 42 12 18 21 25 638 2211 31 45

※前年度合計 2479件

有
料

合計

特
養

シ

ョ
ー

ト

デ
イ

ヘ

ル

プ

ケ

ア

ハ

ウ

ス

小

多

機
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◎苦情 

 

 

 

 

Ⅸ 労働災害 

 

◎労災申請と労災からの退職者 

 

 

 

 

 

 

 

永栄園 ながた

特養 HH 特養 小多機 SS DS CH 特養 SS CH 有料 合計

0 2 1 1 3 3 4 1 3 6 4 28

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

苦情

神戸市報告案件

係争案件

宮丘 甲南ひょうご

0

労災認定 3 2 1 8 3

退職者 0 0 0 0

通勤1 転倒2

宮丘 ひょうご 甲南

労災申請 3 2 1 8 3

ながた

災害概要
通勤1　腰痛1　転

倒1
動作の反動2 転倒1

通勤1 転倒2 腰

痛2 その他3

拠点 永栄園


